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V206b 東京大学木曽観測所 105cmシュミット望遠鏡のリモート観測・自動観測
システムの構築
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東京大学木曽観測所の 105cmシュミット望遠鏡は、2013年度に制御系の更新を行い、ポインティング精度や駆
動スピードなどが向上した (青木他、2013年秋季年会V206a)。また、外部とのネットワーク接続を光回線に変更
したことで、大量の観測データをネットワーク経由で外部に転送することも可能となった。これらに加え、従来
より観測支援のために木曽観測所に設置されていた気象センサーのデータとこれまでの観測状況とを比較するこ
とで、観測の開始・中断・終了の条件を気象センサーから得られる情報等に基づき自動的に判定させることが可
能となったことから、リモート観測および自動観測を行うための仕組みを構築した。
構築したシステムでは、外部から観測システムへVPN接続 (L2TP/IPSec)し、Webブラウザを用いて観測天

体や露出時間等のパラメーターを観測リストに登録することで、観測可能な条件かどうかの判定も含め、登録し
た天体の観測を自動的に行うことが可能である。また、撮像した画像の確認や FITSファイルのダウンロード、観
測の進行状況や気象条件の確認などもWebブラウザから行うことができる。
本講演では、リモート観測・自動観測システムの紹介と試験運用の状況について報告する。


